
（１） 北山村議会だより

開航式での筏下りの様子（５月３日）
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議員が村政を問う！ 一般質問 Ｐ４

令 和 ６ 年 ６ 月 定 例 会 が 開 催 さ れ ま し た

令和６年度補正予算等を審議／可決 Ｐ２

予算について議員が問う！ 全協・委員会での質疑内容 Ｐ３

議会日誌 議員のひとりごと Ｐ６

各区からの陳情に対する進捗状況 Ｐ５



●議決された条例・予算等の議案は以下のとおりです。
承認第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて（北山村税条例の一部を改正する条例）

承認第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて（北山村過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法に基づく固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例）

承認第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて（北山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改

正する条例）

承認第 ５ 号 専決処分の承認を求めることについて（北山村協業活動拠点施設の設置および管理に関

する条例を廃止する条例）

承認第 ６ 号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度北山村一般会計補正予算（第９号））

承認第 ７ 号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度北山村一般会計補正予算（第１号））

報告第 １ 号 令和５年度北山村一般会計予算繰越明許費の報告について

議案第１７号 令和６年度北山村一般会計補正予算（第２号）

議案第１８号 令和６年度北山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第１９号 令和６年度北山村国民健康保険直営診療所特別会計補正予算（第１号）

北山村議会だより （２）

本定例会は、６月２１日（会期１日）に開催されました。

本会では、諸般の報告として、山口村長から行政報告並びに提案理由の説明が行われ、そ
の後、令和５年度及び令和６年度の一般会計補正予算と条例改正の専決処分の承認が６件、
令和５年度の繰越明許費の報告が１件、令和６年度の一般会計と特別会計の補正予算に関
する議案が３件の合計１０件が提出され、審議の結果、それぞれ原案どおり可決承認され
ました。

その後、引き続き一般質問が行われ、山口廣一郎議員が「山口村長の２期８年間の村政
への自己評価と、これまでとこれからの北山村への思いについて」の質問を行いました。

令和６年６月定例会 ～令和６年度補正予算

条例改正等を審議・可決、一般質問等を行いました。～



北山村議会だより （２）



【
質
問
】
下
尾
井
村
営
住
宅
修
繕
工

事
は
、
ど
の
よ
う
な
修
繕
を
行
う
の

か
。

【
回
答
】
塗
装
工
事
メ
イ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
古
く
な
っ
た
部
分
の
修
繕

も
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
筏
送
迎
バ
ス
の
ボ
デ
ィ
ラ
ッ

ピ
ン
グ
は
、
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

に
す
る
の
か
決
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
耐
久
性
は
何
年
ぐ
ら
い
で
、

出
来
上
が
り
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

【
回
答
】
以
前
、
総
務
建
設
常
任
委

員
会
で
、
ご
提
案
頂
い
た
写
真
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
で
見
積
も
り
を
取
り
、
予
算

計
上
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
さ
や
デ

ザ
イ
ン
等
は
、
受
注
業
者
と
の
打
合

せ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
程

度
の
デ
ザ
イ
ン
案
は
議
員
の
皆
様
に

示
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
出
来
れ
ば
秋

ぐ
ら
い
ま
で
に
完
成
し
た
い
の
で
す

が
、
９
月
は
平
日
に
つ
い
て
も
観
光

筏
下
り
で
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
為
、

10
月
以
降
に
な
る
見
込
み
で
す
。
耐

久
性
に
つ
い
て
は
、
10
年
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

【
質
問
】
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
は
ど
う
い
う
時
に
使
う
物
な
の
か
。

【
回
答
】
地
震
等
で
倒
壊
し
た
家
屋

か
ら
人
を
救
出
す
る
際
に
使
用
す
る

も
の
で
、
ト
タ
ン
屋
根
や
釘
が
入
っ

た
木
材
等
を
切
断
す
る
こ
と
が
可
能

な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
す
。

【
質
問
】
老
朽
空
き
家
解
体
補
助
金

に
つ
い
て
、
老
朽
空
き
家
の
判
定
方

法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
判
定
方
法
な
の
で
す
が
、

和
歌
山
県
と
県
内
各
市
町
村
及
び
建

築
の
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
空
家

対
策
推
進
協
議
会
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
こ
に
北
山
村
の
老
朽
空
き
家
の
判

定
の
手
伝
い
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
快

く
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
和
歌
山
県
建
築
課
の
専
門

職
の
方
に
来
て
頂
い
て
一
緒
に
調
査

を
し
て
頂
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
16
日
に
村
民
会
館
に
お
き
ま

し
て
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
、
奈
良

県
の
３
県
に
よ
る
紀
伊
半
島
知
事
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
近
隣
市
町
村
長
（
北
山

村
・
新
宮
市
・
下
北
山
村
・
上
北
山

村
・
十
津
川
村
・
熊
野
市
・
御
浜
町
・

紀
宝
町
）
も
参
加
さ
れ
、
北
山
村
の

村
会
議
員
も
傍
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。会

議
で
は
、
日
本
郵
政
㈱
取
締
役

兼
代
表
執
行
役
社
長
の
増
田
寛
也
氏

に
よ
る
「
人
口
減
少
と
い
か
に
向
き

合
う
か
～
『
消
滅
可
能
性
都
市
』
公

表
か
ら
10
年
」
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
３
県
知
事
と
増
田

社
長
に
よ
る
地
域
連
携
・
広
域
行
政

等
を
議
事
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
市
町
村
長

も

市

町

村

の

要

望

や

現

状

を

報

告

し

て

い

ま

し

た
。

台
風
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

雨
風
へ
の
備
え
の
準
備
は
出
来
て
い

ま
す
か
？

今
年
は
、
梅
雨
の
期
間
の
降
水
量

も
例
年
に
な
く
少
な
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
こ
ん
な
年
は
、
ど
こ
か
で
大

雨
が
降
っ
て
帳
尻
を
合
わ
せ
て
き
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。
野
山
の
草
木
は

枯
れ
て
し
ま
う
と
土
を
抱
え
る
力
が

弱
く
な
っ
て
い
っ
て
、
大
雨
と
共
に

土
砂
崩
れ
が
起
こ
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

台
風
や
大
雨
の
時
に
は
、
次
の
事

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
裏
山
の
水
が
濁
っ
て
き
た
と
き
に

は
、
迷
わ
ず
安
全
な
場
所
に
逃
げ
る

こ
と
。

②
隣
近
所
へ
連
絡
し
て
一
緒
に
避
難

を
呼
び
か
け
て
下
さ
い
。

③
役
場
へ
の
連
絡
を
忘
れ
ず
に
！

（３） 北山村議会だより

条
例
・
予
算
に
つ
い
て
議
員
が
問
う
！

全
員
協
議
会
・
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
内
容

紀
伊
半
島
知
事
会
議
が

北
山
村
で
開
催
！

防
災
知
恵
袋

北山村のホームページで「北山村ハザー

ドマップ」を見て自分の地域を確認し

ておいて下さい。



【
答
弁
】
こ
の
８
年
間
、
実
質
的
に
は

３
年
間
ほ
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
活
動
出

来
た
の
は
５
年
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
が
取

れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
共
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
奧
瀞
道
路
に
つ
い
て
で
す
が
、

昭
和
50
年
に
国
道
169
号
へ
昇
格
し
、
昭

和
55
年
に
事
業
化
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
19
年
度
に
２
期
の
事
業
化
、
平
成
27

年
度
に
田
戸
か
ら
小
松
ま
で
の
奧
瀞
道

路
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

28
年
度
に
３
期
工
区
が
事
業
化
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
奧
瀞
道
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
二
階
代
議
士
、
国
土
交

通
省
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
何
よ
り
も
こ

の
事
業
を
牽
引
し
て
き
た
高
須
元
村
長

の
功
績
が
非
常
に
大
き
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

次
に
七
色
橋
建
設
促
進
で
す
が
、
３

月
25
日
に
三
重
県
知
事
、
４
月
26
日
に

和
歌
山
県
知
事
に
面
会
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
な
の
で
す
が
、
三
重
県

が
主
体
と
な
り
、
国
の
直
轄
事
業
の
奧

瀞
道
路
４
期
と
し
て
要
望
し
て
い
く
動

き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
野

市
、
下
北
山
村
、
北
山
村
の
１
市
２
村

で
協
議
会
を
設
立
す
る
運
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
は
、
こ
の
８
年
間
で
じ
ゃ

ば
ら
事
業
と
北
山
振
興
を
民
営
化
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
ば
ら
い
ず

北
山
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

順
調
な
経
営
状
況
で
あ
る
と
判
断
し
て

お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
村
に
非
常

に
大
き
な
貢
献
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
私
の
１
期
目
の
公
約
と
し

て
じ
ゃ
ば
ら
事
業
の
民
営
化
と
加
工
場

の
建
設
を
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

公
約
を
実
現
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。筏

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光
面

は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
の
で
す
が
、
伝
統

あ
る
筏
師
の
技
術
を
林
業
遺
産
と
し
て

守
っ
て
い
く
こ
と
が
継
続
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。お

く
と
ろ
温
泉
の
経
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
（
有
）
山
永
サ
ー
ビ
ス
に
指
定

管
理
に
よ
る
運
営
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
経
営
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
展
望
な
の
で
す
が
、
奧
瀞
道
路
が

開
通
す
れ
ば
人
の
流
れ
も
変
わ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

行
政
組
織
改
革
と
し
ま
し
て
は
、
議

員
時
代
か
ら
進
言
し
て
い
ま
し
た
教
育

委
員
会
の
村
民
会
館
へ
の
移
転
を
行
い
、

公
民
館
活
動
に
着
手
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
も
引
続
き
活
動
を
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
村
の
人
口
減
少
の
中
で
、
将

来
像
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
県
の
協

力
で
作
成
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
次
期
村
長
の
下
で
人
口
推
移
と

財
政
面
を
中
心
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
計
画
を
立
て
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
う
か
村
の
存
続
の
為
に
、
村
民
の

皆
様
、
議
会
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
が

一
体
と
な
っ
て
ご
尽
力
頂
き
ま
す
よ
う

切
に
お
願
い
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
山
口
村
長
）

北山村議会だより （４）

「
山
口
村
長
在
任
２
期
８
年
の
評
価
と
総
括
」

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
北
山
村
に
懸
け
る
想
い
は
！

山
口

廣
一
郎

【
質
問
】
山
口
村
長
８
年
間
の
在

任
中
、
奧
瀞
道
路
開
通
に
向
け
た

３
期
工
事
が
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
深
刻

化
す
る
な
か
、
感
染
予
防
と
経
済

対
策
に
奔
走
し
、
温
泉
事
業
の
指

定
管
理
協
定
や
じ
ゃ
ば
ら
事
業
拡

充
に
よ
る
新
工
場
建
設
等
山
積
し

て
い
た
難
題
に
対
処
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
北
山
村
の
持
続
的
な

存
在
と
地
域
の
安
全
・
安
心
・
発

展
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
国
会

議
員
の
方
々
や
国
、
県
、
電
源
開

発
等
へ
の
頻
繁
な
陳
情
、
要
望
活

動
に
尽
力
し
、
各
方
面
か
ら
力
添

え
を
頂
い
た
事
は
現
在
の
北
山
村

の
発
展
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

退
任
す
る
に
あ
た
り
、
北
山
村

へ
の
想
い
を
含
め
て
時
系
列
に
過

去
を
振
り
返
っ
て
総
括
し
て
頂
き

た
い
。

【
質
問
】
山
口
村
長
は
、
役
場
職
員

か
ら
お
く
と
ろ
温
泉
の
支
配
人
に
転

じ
、
そ
の
後
、
村
議
会
議
員
と
し
て

１
期
と
半
年
、
村
長
と
し
て
２
期
８

年
難
題
に
尽
力
し
な
が
ら
村
の
歴
史

と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
培
っ
て
き
た
貴
重
な

経
験
、
豊
富
な
知
見
と
人
脈
を
生
か

し
北
山
村
の
存
続
と
発
展
に
寄
与
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



令
和
６
年
４
月
９
日
、
役
場
村
長

室
に
お
い
て
、
各
区
か
ら
の
陳
情
が

あ
り
ま
し
た
。

各
区
か
ら
の
陳
情
に
対
し
て
は
総

務
建
設
常
任
委
員
会
が
５
月
27
日
村

内
の
陳
情
箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

村
か
ら
和
歌
山
県
に
要
望
す
る
も

の
に
つ
い
は
、
そ
の
日
の
午
後
に
東

牟
婁
振
興
局
新
宮
建
設
部
に
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
末
現
在
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
、
７
月
30
日
の
総
務
建
設
常
任
委

員
会
に
次
の
通
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

【
村
の
対
応
状
況
】

（
七
色
）

・
国
道
の
草
刈
り
は
県
が
年
に
１
回

や
っ
て
頂
い
て
い
る
が
、
最
低
限
必

要
な
箇
所
は
村
で
も
う
１
回
で
き
な

い
か
・
・
・
検
討

・
観
音
様
谷
砂
防
管
理
道
の
法
面
に

吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
対
応
が
で

き
な
い
か
・
・
・
県
に
要
望
中

・
七
色
地
区
の
堰
堤
撤
去
・
・
・
撤

去
後
の
水
位
な
ど
に
つ
い
て
検
討
中

（
竹
原
）

・
急
傾
斜
事
業
跡
へ
の
村
道
取
り
付

け
・
・
・
県
と
協
議
中

・
土
捨
て
場
へ
の
残
土
を
運
ぶ
ダ
ン

プ
に
よ
る
国
道
へ
の
泥
の
引
張
対
策
・
・
・

現
場
で
洗
浄
で
き
る
よ
う
検
討

・
骨
置
神
社
下
の
村
道
の
陥
没
箇
所

の
補
修
・
・
・
経
過
観
察

・
消
防
倉
庫
・
防
火
水
槽
の
設
置
・
・
・

設
置
場
所
の
検
討
中

・
竹
原
堰
堤
の
撤
去
・
・
・
撤
去
後

の
水
位
な
ど
に
つ
い
て
検
討
中

・
村
営
住
宅
の
建
設
・
・
・
検
討
中

・
河
川
の
草
刈
り
雑
木
伐
採
・
・
・

県
に
要
望
済
み

・
空
き
家
・
廃
屋
対
策
…
保
留

・
急
傾
斜
事
業
後
の
裏
の
谷
水
口
に

水
が
出
る
様
に
・
・
・
検
討
中

・
庚
申
さ
ん
下
に
寺
の
谷
ま
で
の
階

段
の
設
置
・
・
・
検
討
中

・
中
瀬
古
悟
宅
階
段
の
補
修
・
・
・

完
成
済
み

・
熊
野
川
～
北
山
村
間
の
ト
ン
ネ
ル

内
の
清
掃
・
・
・
県
に
要
望
済
み

（
大
沼
）

・
国
道
の
２
車
線
化
の
早
期
実
施
、

子
供
や
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
に
配

慮
し
た
設
計
・
・
・
県
に
要
望
済
み

・
旧
学
校
前
の
国
道
１
６
９
号
線
の

嵩
上
げ
・
・
・
県
に
要
望
済
み

・
防
災
対
策

備
蓄
品
（
大
型
発
電
機
、

燃
料
、
衛
生
物
資
）
の
拡
充
、
防
災

訓
練
、
避
難
訓
練
の
実
施
・
・
・
検

討
中

・
区
民
会
館
の
雨
水
排
水
管
の
布
設

替
え
・
・
・
検
討
中

・
村
道
中
州
線
川
側
の
草
刈
の
年
２

回
（
６
・
９
月
）
実
施
・
・
・
検
討

中

・
古
屋
敷
宅
と
谷
口
宅
の
間
の
里
道

排
水
対
策
・
・
・
工
法
検
討
中

・
中
州
地
域
の
草
刈
り
等
の
早
急
な

対
策
・
・
・
検
討
中

・
追
加
買
収
さ
れ
た
土
地
の
植
栽
、

公
園
整
備
等
の
適
正
管
理
・
・
・
花

の
植
栽
実
施
予
定

・
新
子
政
子
宅
ま
で
の
里
道
へ
の
手

す
り
設
置
（
舗
装
補
修
含
む
）
・
・
・

実
施
中

・
前
岡
武
津
雄
宅
ま
で
の
里
道
へ
の

手
す
り
設
置
（
転
落
防
止
）
・
・
・

実
施
中

・
古
根
川
や
す
子
宅
横
の
樹
木
の
伐

採
（
危
険
樹
木
）
・
・
・
調
整
中

・
危
険
空
き
家
の
解
体
・
・
・
検
討

中（
下
尾
井
）

・
奥
瀞
道
路
三
期
工
事
の
早
期
完
成
・
・
・

実
施
中

・
国
道
169
号
小
松
交
差
点
手
前
の
横

断
溝
の
段
差
解
消
・
・
・
県
に
要
望

・
栗
栖
谷
川
の
砂
防
の
早
期
完
成
・
・
・

県
に
要
望

・
西
垣
内
宅
〜
見
福
寺
間
の
急
傾
斜

事
業
の
要
望
・
・
・
実
施
中

・
電
源
開
発
に
よ
る
用
地
買
収
跡
地

の
景
観
対
策
・
・
・
要
望
済
み

・
弓
揚
安
代
宅
前
の
道
路
拡
幅
・
・
・

実
施
中

・
道
の
駅
「
お
く
と
ろ
」
マ
イ
ロ
ー

ド
遊
歩
道
の
補
修
・
・
・
検
討
中

・
熊
野
川
～
北
山
村
間
の
ト
ン
ネ
ル

内
の
清
掃
・
・
・
要
望
済
み

中
家
一
宅
横
の
里
道
整
備
（
階
段

が
急
勾
配
）
・
・
・
検
討
中

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
の
視
察
の

様
子

（５） 北山村議会だより

各
区
か
ら
の
陳
情
に

対
す
る
進
捗
状
況



北山村議会だより （６）

３
日

観
光
筏
下
り
開
航
式

（
オ
ト
ノ
リ
筏
乗
場
）

14
日

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

（
和
歌
山
市
）

20
日
～
22
日

議
長
・
副
議
長
研
修
会

（
東
京
都
）

27
日

総
務
建
設
常
任
委
員
会

各
区
陳
情
箇
所
の
視
察

及
び
新
宮
建
設
部
へ
の
要
望
活
動

（
村
内
及
び
新
宮
市
）

７
日

高
速
自
動
車
道
紀
勢

（
熊
野
市
～
新
宮
市
間
）

期
成
同
盟
会

総
会
（
紀
宝
町
）

14
日

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
（
村
民
会
館
）

18
日

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

（
役
場
）

21
日

６
月
定
例
会

（
役
場
）

26
日

熊
野
川
流
域
対
策
連
合
会
理
事
会
及
び
総
会

（
新
宮
市
）

４
日

高
速
自
動
車
道
紀
南
延
長
促
進
協
議
会
（
新
宮
市
）

11
日

国
道
168
号
（
五
条
・
新
宮
間
）
整
備
促
進
協
議
会

定
期
総
会

（
新
宮
市
）

23
日

国
道
42
号
（
田
辺
～
新
宮
）
改
良
促
進
協
議
会
通

常
総
会

（
串
本
町
）

25
～
26
日国

道
169
号
整
備
促
進
協
議
会

要
望
活
動

（
東
京
都
）

６
日

県
町
村
議
会
議
長
会

全
議
員
研
修
会

（
上
富
田
町
）

８
日

新
宮
・
東
牟
婁
議
会
議
長
会

（
新
宮
市
）

20
日

紀
南
環
境
衛
生
事
務
組
合
議
会

（
新
宮
市
）

26
日

新
宮
周
辺
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
等
定
例
議
会

（
新
宮
市
）

議

会

日

誌

５
月
（
皐
月
・
さ
つ
き
）

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
梅
雨
明
け
前
か
ら
猛
暑
が
続
き
記
録
的
な
高

温
で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
７
月
26
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
８
月
28
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
パ
リ
で
開
催
予
定
で
す
。

４
年
に
１
度
の
開
催
で
選
手
た
ち
の
活
躍
に
眠
い
の
も
忘

れ
、
テ
レ
ビ
の
前
に
釘
付
け
に
な
っ
て
応
援
・
声
援
を
送
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
日
本
人
選
手
、
チ
ー
ム
の

応
援
に
は
力
も
入
り
血
圧
も
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
結
果
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
表
彰
式
で
の
国
旗
掲
揚
、

国
歌
斉
唱
さ
れ
る
の
は
、
画
面
越
し
で
も
熱
い
も
の
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
平
和
で
自
由
な
国
日
本
に
生
ま
れ
育
っ
て
良

か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
名
言
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

ど
れ
も
当
時
は
多
く
の
人
が
感
動
し
た
言
葉
で
す
。

「
自
分
を
自
分
で
褒
め
た
い
」

マ
ラ
ソ
ン

有
森
裕
子

「
何
も
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、
下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ
。

や
が
て
大
き
な
花
が
咲
く
」

マ
ラ
ソ
ン

高
橋
尚
子

「
限
界
を
決
め
る
の
も
諦
め
る
の
も
自
分
自
身
諦
め
な
け
れ

ば
夢
は
つ
な
が
る
」

サ
ッ
カ
ー

長
友
佑
都

「
小
さ
い
こ
と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
と
ん
で
も
な
い
と

こ
ろ
へ
行
く
た
だ
ひ
と
つ
の
道
」

Ｍ
Ｌ
Ｂ

イ
チ
ロ
ー

「
憧
れ
る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
」

Ｍ
Ｌ
Ｂ

大
谷
翔
平

ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の
ひ
と
り
ご
と
が
掲
載
さ

れ
る
頃
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
最
終
盤
の
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ど
の
様

な
名
言
が
聞
か
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

北
山
村
議
会
議
長

藪
本
英
明

議
員
の
ひ
と
り
ご
と

８
月
の
予
定

７
月
（
文
月
・
ふ
み
づ
き
）

６
月
（
水
無
月
・
み
な
づ
き
）

四
季
折
々
の
村
の
風
景

７
月
６
日
、
お
く
と
ろ
公
園
で
医
療
イ
ベ
ン
ト

わ
っ
し
ょ
医
！
北
山
村
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
で
し
た
が
、
日
本
赤
十
字
社
を
は
じ

め
多
く
の
医
療
関
係
者
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
外
か
ら
の
出
店
も
多
く
、
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
委
員

山
口

廣
一
郎

阪
上

博
行

医療イベント わっしょ医！北山村

が開催されました。（会場の様子）


